
 

  

20 周年イメージキャラクター ゆリング 

「  ２０周年記念式典を終えて  」 

校長  新庄 惠子                

 

学校のまわりのハナミズキや大島桜の

赤や黄に色づいた葉が風に舞い始めてい

ます。秋から初冬へと、季節の移り変わり

を感じる頃になりました。 

１１月１２日（土）、すばらしい晴天の

中、ご来賓の方々をはじめ、地域や保護者

の皆様など、たくさんの皆様にご出席いた

だき、開校２０周年記念式典を行うことが

できました。本校へのご支援とご協力をい

ただきました皆様に心よりお礼申し上げ

ます。 

また、このたびの２０周年記念行事の実

施にあたりまして、実行委員会並びに

PTA の皆様方に多大なるご協力をいただ

きましたことに感謝申し上げます。 

開園、開校の記念式典には、にじのはし

幼稚園のいるか組の園児と、１年生から９

年生が参加しました。 

 アトラクションでは、かわいいたち園児 

たちによる「虹のマーチ」のダンスが披露 

され、次に小学生の合唱と呼びかけ「みん 

な大好き」、続いて中学生による合唱「キ 

ミのもとへ・・・」を行いました。子供た 

ちの２０周年をお祝いする気持ちが込め 

られた歌声が、式場内に響きわたりまし 

た。 

 ・・・・・ 

多くの人々の思いや努力によって育まれた 

魅力ある学校 私たちの学校 

 伝統と歴史をしっかりと引き継ぎ 

これからも お台場学園として 

一歩一歩みんなで力を合わせて 

築きあげていきます 

 誇らしい歴史の １ページを！ 

・・・・・ 

 

 

 平成 28年 12月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091港区台場 1-1-5 
小学校 03-5500-2572 

中学校 03-5500-2575 

これは、小学生のよびかけの言葉の

一部です。本校は、港陽小学校、港陽 

中学校として平成８年に開校し、平成 

２２年に港区で初めての小中一貫教育校

お台場学園として新しいスタートを切り

ました。全校児童生徒４００名の力強い

声に、子供たちがお台場を心のふるさと

として、将来に向かって世界で活躍でき

る力を身に付けられるよう、お台場なら

ではの特色を生かした教育活動を行って

いくことが必要であるという思いを強く

しました。 

 周年行事を通して、子供たちには本校

２０年の歴史と伝統を振り返り、これま

で本校を愛し育ててくださった多くの皆

様の思いや努力の積み重ねがあることを

学ぶ機会としてほしいと思います。また、

たくさんの皆様に感謝し、さらにその歴

史と伝統を後輩たちへつないでほしいと

願っています。 

 人はさまざまな節目で過去を振り返

り、過去に学び、今を確かめ、未来への

道を見つめ、気持ちを新たに進んで

いくことが大切です。この節目の年を、

港区立小中一貫教育校  お台場学園

港陽小学校・港陽中学校の発展の新た 

な第一歩とするよう、教育活動の一層 

の充実に努めてまいります。 

 終わりになりますが、２０周年記念行 

事にご協力、ご支援いただきました 

すべての皆様にお礼申し上げます。あり

がとうございました。  
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11月 23日から 25日まで、2泊 3日で日光移動教教室を実施しました。事前学習など準備を重ね、この日を心

待ちにしていた 6年生。11月の日光ということで、ある程度の寒さは予想していたのですが…。予想を上回る寒
気に見舞われ、雪の日光も堪能することができました。 
 1日目 まずは大谷記念館へ。見事な採掘跡に感動し、大谷石の舞台でリコーダー演奏をしました。引率の入
山先生のご指導のもと「威風堂々」を演奏し、観光客から拍手をもらいました。昼食後は日光江戸村へ。歴史の
学習で学んだことが目の前に再現され、大興奮。「お！越後屋だ！」「お団子、美味しそう！」江戸の町並みや
人々の様子を体感し、500円のお小遣いでの買い物も楽しみました。夜は、宿舎で学習会をしました。事前に学習
してきた日光の自然や歴史について、テーマごとに分かれポスターセッションを行いました。模造紙やタブレッ
トを使い、全員が堂々と発表することができました。 

2日目 早朝から降り始めた雪が積もり、一面の銀世界。コースを変更し、午前中は足尾銅山へ。日本の発展
を支えた銅山の歴史を学び、そしてその過酷な労働状況を知るなど、いろいろ考えさせられたようです。お昼ご
飯を食べるころには雪が止み、その後は東照宮へ。雪の積もる東照宮をグループで見学しました。 
「彫刻が細かい！」「色が鮮やかだなぁ。」と、実物を前に感激している姿が多く見られました。雪と歴史的建
造物の作り出す情景の美しさを楽しめたのは、幸運だったのではないでしょうか。 

3日目 昨日までの天候から一転、快晴に。いろは坂を上り、華厳の滝へ向かいました。残雪の見られる迫力
満点の滝に目を見張りました。「思っていたよりも、ずっと大きい！」「理科で勉強した地層だ！」自然のもた
らす情景は、心に深く残ったようです。 
 

 5年生の榛名夏季学園で宿泊を経験している 6年生。宿舎での生活で 
は、場所の違いに戸惑うこともありましたが、班長を中心に、食事や入 
浴、保健、整美、レクと自分に任された役割をしっかりと果たし、スム 
ーズに過ごすことができました。失敗しても、その都度話し合い反省し、 
同じ過ちをくりかえさない。2泊 3日の間にも、確実な成長を感じまし 
た。 
2学期に入り、水泳記録会、連合運動会、学芸発表会、20周年式典と 

行事が目白押しの 6年生ですが、その一つ一つを乗り越えることで、集 
団としてよりたくましく成長してくれています。3月の卒業まで『チー 
ム 6年』として、さらなる成長を目指していきます。 

(６学年主任：富樫学) 

 

 

  

 

９年生にとって、お台場学園での生活もとうとう残り４か月を切ってしまいました。４月当初から意識も

高く、学校行事にも主体的に取り組み、学習面も真剣に取り組んできました。 

運動会では後輩を引っ張って行事の成功に力を発揮しま 

した。修学旅行では、日本の文化を深く味わうため事前学 

習から本番、事後学習まで全力で取り組み、レベルの高い 

修学旅行にすることができました。学芸発表会では、自分 

たちの力でシナリオを解釈し、演技をふくらませ、９年生 

だからこそできる劇を作り上げることができました。 

学習面も、１年間を見通し、努力を続けていたと思いま 

す。２学期期末考査が終了しましたが、考査前の学習にも 

意欲的に取り組 

み、それぞれ全力を出し切ったと思います。 

 これからの４か月は、義務教育終了後の進路を決めるために全

力を尽くすことが大切になります。面接練習や願書を書く練習も

始めています。これからは、自分の定めた志望校に合格できるよ

う、各自が努力する必要があります。孤独な戦いが待っています。

孤独な戦いではありますが、ここには２７名の仲間と先生方がい

ます。学年目標のひとつである「高め合い」を最後まで忘れずに、

ともに支え合い、全員が卒業の日を笑顔で迎えられるよう、日々

努力していきましょう。     ９年学年主任 岸田興治 相互面接練習の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の目標 「2 学期をふりかえろう」 
 

(◎は重点目標です。) 
   

◎使ったものの後始末をしよう。 ○相手の気持ちを考えて行動しよう。 

○教室をきれいにしよう。     ○「失礼します。」「失礼しました。」をきちんと言おう。 
 

日に日に寒さを感じるようになりましたが、子供たちは、休み時間になると、校庭でなわとびをしたり、

ボールで遊んだりと元気に活動しています。今月の目標は、「２学期をふりかえろう」です。重点目標として、

「ものの管理」を見直したいと考えています。 

みんなで使うものを大切にする、後かたづけをきちんとするということは、次に使う人のことを考えると

いうことです。何かとあわただしく感じることが多い学期末。身の回りのものの扱い方をあらためて見直し、

自分の周りの人に対する思いやりの心を育んでいきたいと思っています。    （生活指導主任 富樫 学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生活指導主任 富樫 学） 

４つのめあて 
 

「お台場学園ＳＮＳルールについて ～ネット社会・正しい使い方をしよう～」 

昨年度末に、本校の生徒会本部役員が中心となって、インターネット上でのトラブルに巻き込まれな

いように、「お台場学園ＳＮＳルール」を策定しました。近年、携帯電話で、自分の裸を撮影し、SNS 

      上で、その写真が拡散してし 

                                まう被害にあった児童生徒の 

                                数が急増しています。改めて 

                                SNS ルールを確認し、子ども 

の身を守るために、ご家庭で

も、もう一度 SNS の使い方についてのルールを話し合ってください。（中学校生活指導主任 斎藤孝太） 

放送委員会 ♪「おはよう」から「さようなら」まで、耳からあなたを楽しませる放送委員会♪ 

「おはようございます！」お台場学園の一日は、放送委員会の朝の放送から始まります。みなさんに「今

日も一日がんばるぞ！」と思ってもらえるように、元気よくさわやかに放送することを心がけています。 

 お台場学園の全員がランチルームに集まる給食の時間には、お昼の放送を行います。給食の献立を紹介し、

リクエスト曲を流します。また、クイズ、なぞなぞ、占い、じゃんけんなどもし、給食中に聞きながら楽し

める企画も行っています。月・火・木曜日は中学生、水・金曜日は小学生がそれぞれ担当しています。 

 大舞台での活動も年に２回あります。それは、運動会と学芸発表会でのアナウンスです。プログラムの進

行を滞りなく行い、ご来場のみなさんにわかりやすい放送を行うことを心がけています。 

 放送委員会は、放送を通して児童・生徒のみなさんの学校生活がより楽しく豊かになるよう日々活動して

います。                  （放送委員会担当 入山美紀・児玉亜有実・岸田興治） 

  

環境美化委員会 
環境美化委員会は、小学生と中学生が連携して活動しています。具体的な活動の一つはペットボトルキャップ集め

です。月に１度の委員会活動の際に、各学級で集めたペットボトルのキャップを回収しています。集めたペットボトル

のキャップは、港区リサイクル事業協同組合に送り、リサイクル業者に買い取りをしていただき、対価をユニセフ（国連

児童基金）東京事務所に寄付しています。また、５，６年生が曜日ごとの担当になり、職員室前にいるうさぎの「ゴマち

ゃん」にえさをあげたり、トイレの掃除をしたりなどお世話をしています。 

中学校環境委員では各教室のモップシートの交換や掃除機の点検、ロッカーの整理整頓の呼びかけなどを行っ

ています。 

今後も一人ひとりが過ごしやすい学校にしていけるよう、環境美化委員の子供たちは活動を続けていきま

す。                               （環境美化委員会担当 田村 悟、隈部 康雄、土屋 伸吾） 

 

【お台場学園 SNS ルール】 

①自他の個人情報を載せないようにしよう  ②人が不快になる内容を書かないようにしよう 

③利用時間を保護者と決めよう       ④布団に入ってからは使わないようにしよう 

⑤知らない人とやりとりしないようにしよう ⑥接続できるサイトを制限しよう 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪開園・開校 20 周年記念式典≫ 

 

【１２月の予定】 

 １０日（土） 持久走大会  ２２日（木）終業式（給食あり） 

 

【スクールカウンセラー 相談日】             〈１２月の相談日〉 

 

安藤 潤子  毎週 火曜日  小学校担当           ６日・１３日・２０日 

廣瀬 信慶  毎週 火曜日  中学校担当           ６日・１３日・２０日 

奥野 典子  毎週 金曜日  小・中学校担当         ２日・９日・１６日 

○小学校 ５５００－２５７２   ○中学校 ５５００－２５７５ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


